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概要

筆者は、所属大学や、他の大学等において、大学初年次に履修したい内容と、大学入
学者の情報機器活用について、大学 1年生を対象としたアンケート調査を実施した。そ
の結果、大学初年次に履修したい内容に高等学校の情報科の履修状況からの影響が見ら
れることと、高校生時代に利用したソーシャルメディアや情報機器の活用についても、
幾つかのクラスタにわかれることなどがわかった。
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1 はじめに

2003年度から高等学校で新しい教科として情報
が必履修として採り入れられ、授業が始まった。
一方、社会的な要請もあり、1990年代中盤以降、
多くの大学で情報教育・情報処理教育が行なわれ
てきている。現在は、高校で必履修で学んだ後、
大学でさらに情報教育を受けるという状況になっ
ている。その必要性について、最近の状況調査は
あまり行なわれていないようである。
筆者は、所属大学や、他のいくつかの大学にお

いて、高等学校における情報科の学習状況と、情
報機器の活用動向についてアンケートによる調査
を行なった。

1.1 情報環境の変化

現在、携帯電話やスマートホンを利用した情報
活用は盛んに行なわれているものの、それと比較
すると、パソコンを利用した情報活用・情報処理
は、学習や業務に特化した形で利用されている。
ところで、2012年の大学 1年生の多くは 1994年
頃に生まれており、幼い頃から情報機器に囲まれ
て成長しているが、上に述べたように、その情報
機器はパソコンよりも携帯電話の利用に重点が置
かれていた。学校における情報環境も変化を続け
ている。近年は、一部の大学では端末室から PC

を撤去してネットワークと電源のみを提供し、学
生の PC必携化を行なったり、いくつかの大学で
はシンクライアント・ディスクレスクライアント
を利用したPC教室整備 [1]や、メールシステムな
どを中心にクラウドの利用 [2]も進んでいる。一
方、高校の学習指導要領では必履修教科「情報」
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の設置が行なわた。その結果、現在の我が国の大
学に入学する学生のほとんどは、高校生のときに
「情報科」を学んでいることになっている。

1.2 高校情報科の状況と実情

現実に実施されている高校情報科の授業や一般
情報教育の多くは、オフィスソフトの利用方法が
中心のものが多い。
例えば、2006年の大学 1年生を対象とした望月

ら [3]の調査や、CEC(一般財団法人コンピュータ
教育推進センター)が 2008年度に高校教員に実施
した調査 [4]では、現実の高校情報科の教育内容
には偏りがみられていることが明らかとなった。
具体的には、オフィスソフトの使用方法や、
情報倫理（情報モラル）の学習に重点が置かれ

ていた。
筆者らが 2011年に行なったインタビュー調査

[5]でも、大学 1年生の学生が学んできたはずの高
校「情報」は、履修状況に不足（未履修状態）が
あり、また、内容には「情報倫理」関連項目が多
いのに対して、プログラミング関連はほとんど学
ばれていないなどの偏りがみられた。

1.3 大学の一般情報教育の状況

現在は、多くの大学で大学 1年生の一般教育・
教養教育として行なわれる情報教育（本稿ではこ
れを「一般情報教育」と呼ぶ）を実施しており、
大学生に必要な情報活用能力を育成するために一
般情報教育が行なわれており、次の状況が見られ
る。大学全体で内容を統一して必修としている大
学 [6, 7]もあれば、全学共通のセンターが実施し
ている大学 [8]もあり、本学のように全学科が独自
で実施する体制を構築している例もある。また、
「レポート作成能力」に必要な教育内容の多くは
オフィスソフトの使用方法として教えられている
ことが多い。統計的な部分にも重点を置いている
例 [9]もあるが、一部に留まっている。一方、情
報科学や情報技術の基本となる理論や仕組み、情
報社会の構成、情報倫理などの「情報学」を学ぶ
例もある [10]。
一方で、パソコンの設定などの「自分の機器」

の設定は、大学生協などの活動に委ねられている
例が多く見られる [11] 一方で、現在のわが国の

大学生は、さまざまな情報活用能力を求められて
いる。

(1) レポート作成などにおいては、統計的データ
処理や文献検索・文献データ管理などのさま
ざまな能力が必要とされる [9]。

(2) 適切な利用権限の設定や、適正な利用のため
に、アカウントやパスワードの管理、大学に
おける著作権や個人情報の取り扱いなどを知
る必要がある [12]。

(3) 大学のような不特定多数の利用者がネット
ワークに接続をする状況では、OSやアンチウ
イルスの設定・更新、セキュリティの観点から
利用にさまざまな制約が課せられている。例
えば、本学ではOSとアンチウイルスの更新
義務化、プロキシの設定などが、ネットワー
クを利用する際の必要な技能として位置付け
られ、ソフトウェアのインストールとソフト
ウェアライセンス、その他の著作物の著作権
や P2Pについても知る必要がある [13]。

(4) 大学生個人としての生活においては、さまざ
まなサイトの閲覧や、デジタルカメラなどの
機器操作、メディアリテラシーなどが求めら
れている [14]。

このような状況から見ると、大学の情報教育の
内容を更に改革していくためには、高校を卒業し
て間もない大学 1年生が、実際にどのような情報
活用能力を持っているのかを、数量的に調査して
おく必要があると思われる。

2 学習状況調査

前節で見てきたように、現在の大学生たちは、
めまぐるしく変化をする情報環境のなかで育って
きた。高校では学習指導要領の内容を実施してい
ない情報の授業を受け、大学においても端末室な
どでのオフィスソフトや情報学に関する情報教育
を受けている。だが、実際の生活においては、パ
ソコンの機器設定を丁寧に教わることがないのに
求められ、また、SNSなどの利用についても、自
ら学ぶしかない状況におかれていると予想できる。
本調査では、「現在の大学 1年生が、どのよう

な情報活用をどこで学び、現在何ができるように
なっているのかを調査し、大学生に必要な情報活



用能力に含まれつつも十分でない項目を発見する
こと」を目的とした。1

2.1 調査方法

本調査では、Webを利用した調査票調査を採用
した。回答に当たっては、個人の成績とは無関係
な研究目的であることを説明し、二重回答防止の
ために学籍番号や参加番号などを入力させるなど
の工夫をした。

2.2 調査項目

調査項目を次のカテゴリに分けた。

(1) 大学の情報関係の授業で学習したいこと:

CEC が 2008 年度に高校教員に実施した調
査項目 [4]に、高校情報科の学習指導要領に
含まれない「統計処理」と「メディアリテラ
シー」の 2項目を付け加え、大学で学習した
いことを聞いた。

(2) 日常の情報機器の活用状況: パソコン、携帯
電話、スマートホンの保有・活用について質
問した。

(3) 日常のネットワーク利用頻度: メールや著名
なWebサイトや SNSなどの著名なサイトを
列挙して調査項目に入れた。

(4) 情報機器・ネットワークの活用: 機器設定がで
きるかなどについて、「情報フルーエンシー」
[18]を参考にした。

(5) 本人属性: 性別。

アンケートの内容については、付録に示した。

3 回答の概要と分析・考察

3.1 調査時期・総数

本調査は、2012年 4月に実施した。実施対象は、
本学の 1年生（881名中 865名、回収率 98.2%）
で、有効回答を行なった人数と性別は表 1の通り
である。

1他大学も含めた情報活用能力のデータの一部について
は、辰己が日本情報科教育学会で発表 [15] を行なった。ま
た、大学生協と関連したデータの一部については、辰己が
2012PCカンファレンスで発表 [16]、および、国立大学法人
情報系センター協議会 (NIPC) で発行する「学術情報処理
研究」にて発表 [17] した。本稿のデータは、これらの引用
を含んでいる。

表- 1: 有効回答を行なった人数と性別
項目 人数 %

男 592 68

女 273 32

合計 865 100

3.2 大学の情報関係の授業で学習したいこ
と

大学の情報関係の授業で学習したいことを 3つ
回答させた結果を表 2に示す。

表- 2: 大学の情報関係の授業で学習したいこと
項目 %

表計算ソフト（エクセルなど）の操作 51
タッチタイピング (キーボードを見ない) 41
プレゼンソフト（パワーポイント）の操作 35
コンピュータプログラミング 35
モデル化とシミュレーション 24
ワープロ（ワードなど）の操作 23
統計処理 15
作文・文章作成（ワープロ操作以外の項目） 15
Webページ (ホームページ)を HTMLで作
成

14

画像処理とマルチメディア 12
データベースの作成 12
コンピュータやネットワークの仕組み 6
なし 3
著作権 3
自分の個人情報の取り扱い 3
パソコンを使用したメールの基本操作 3
メディアリテラシー 2
メールのマナー・モラル 1
検索サイトの使用方法 1
他人の個人情報の取り扱い 1

3.3 大学入学以前の日常の情報機器の活用
状況

PCとMacの入学前の所有状況を表 3に示す。



表- 3: PC/Mac 入学前所有状況 (%)

項目 PC Mac

ほぼ毎日利用していた 21 3

よく利用していた 13 2

時々利用していた 13 2

あまり利用していない 5 2

持っていない 48 92

スマートホンと iPadの入学前所有状況を表 4

に示す。

表- 4: iPhone/Android/iPad入学前所有状況 (%)

項目 iPho Andr iPad

ほぼ毎日利用していた 9 12 4

よく利用していた 3 2 2

時々利用していた 2 3 2

あまり利用していない 1 1 1

持っていない 85 82 92

後述の調査（表 6）によればスマートホン所持
率が、61% となっていることから、多くの大学 1

年生が、2012年 3月に高校を卒業して、2012年
4月に大学に入学する間にスマートホンを購入し
たことがわかる。

3.4 大学入学以前の日常のネットワーク利
用頻度

3.4.1 質問の内容と単純集計結果

大学入学以前の日常のネットワーク利用頻度に
ついて、6件法で質問を行なった。（質問項目と選
択肢は、付録 2. に示した。）「かなり頻繁に（ほ
ぼ毎日）利用していた」「よく利用していた」の
合計を、表 5に示す。

3.4.2 因子分析の結果

この設問の選択肢の値を元に、バリマックス回
転を利用して因子分析を行なった。6因子に分解で
きた。それぞれの因子に含まれる設問項目をもと
に、適切な命名を行なった結果は次の通りである。

表- 5: 日常のネットワーク利用頻度 (%)

項目 %
携帯メール 59
Youtubeを見る 50
携帯同士の SMS 38
ニコニコ動画を見る 27
公営の図書館 25
twitterを見る 25
高校の図書室 21
大手ニュースサイト 19
mixi 16
twitterで発言 16
2ちゃんねるまとめサイト 15
アマゾンで買いもの 14
2ちゃんねる・したらばなど BBS 13
Yahoo知恵袋など質問サイト 11
iTunesStore 11
モバゲー無料の範囲で遊ぶ 9
facebook 8
GREE無料の範囲で遊ぶ 6
楽天で買いもの 3
Ustreamを見る 3
おさいふケータイ 3
Youtubeへアップロード 2
ニコニコ動画へアップロード 1
Ustreamで番組発信 1
モバゲーで課金して遊ぶ 1
GREEで課金して遊ぶ 0

従来型ネット閲覧因子:

2ちゃんねるまとめサイト、2ちゃんねるな
どBBS、ニコ動を見る、マスコミニュースサ
イト

ゲーム因子:

モバゲー無料利用、GREE無料利用、GREE

課金利用、モバゲー課金利用

twitter因子:

twitterで発言、twitterを見る

Ustream因子:

Ustreamで発信、Ustreamを見る

最近型ネット閲覧因子:

楽天、アマゾン、質問サイト、iTunesStore、
Youtubeを見る、facebook

図書館因子:

公営図書館、高校図書館

分けられないもの:

おさいふケータイ、ニコ動へアップ、携帯メー
ル、Youtubeへアップ、ショートメール、mixi



各因子負荷量をグラフにしたものを、図 1に示
す。(なお、図のラベルに使用した用語は、表示ス
ペースの都合上略記されたものである。)

表 5をみると、例えば Youtube は 50% の大学
1年生がよく見ると回答しているが、図 1によれ
ば、Ustream因子群や図書館因子群は Youtube閲
覧で 0に近い負荷量を示している。高校生や大学
1年生の各層に共通するサイト・場所がないことを
示す。すなわち、高校生に大学情報を発信したり、
大学 1年生に情報教育を行なったりする場合には、
それぞれに存在する各層に届くような方法・内容
を考えることが必要であることを示している。例
えば、大学が twitterを使った情報発信を行なっ
ても、携帯ゲームや図書館の利用者には効果が高
くないことを示唆している。また、2ちゃんねる
などの従来型のネット利用者と、facebookなどの
最近型のネット利用者が分けられており、mixiの
利用者は、そのどちらにも含まれていない。

3.5 情報機器・ネットワークの活用

情報機器・ネットワークの活用について得た回
答を、表 6に示す。（質問項目と選択肢は、付録
2. に示した。）

表- 6: 情報機器・ネットワークの活用 (%)

選択肢
項目 1 2 3 4 5
パソコン:セットアップ 9 19 42 26 3
パソコン:プロキシの設定 2 4 19 71 3
パソコン:無線 LAN接続 12 20 30 35 3
パソコン:OSのアップデート 9 15 35 39 2
アンチウイルスアップデート 10 21 36 30 2
パソコンでインストール 17 25 31 25 2
ソフトウェアライセンス 6 10 22 48 14
データのバックアップ 7 15 33 42 3
スマートホンセットアップ 7 15 20 19 39
スマートホン無線 LAN接続 10 13 18 20 39
携帯電 PHSセットアップ 11 22 33 26 9
ネット情報の根拠確認 8 20 30 39 3
匿名／複数アカウントを利用 12 18 25 40 5

選択肢：「1: よく理解している」から「4: 全く理
解してない、独力ではできない」の順。および、
「5: 該当なし（持っていない）」とした。

ほとんどの項目で、「あまり理解していない」「全
く理解していない」の回答が多いが、特に、「全
く理解していない」と回答したものが高いのは、
プロキシの設定 (71%)、ソフトウェアライセンス

図- 1: バリマックス回転を行なった結果



(48%)であった。また、「ネット情報の根拠確認」
も、69%が「理解していない」あるいは「全く理
解していない」のどちらかを回答した。

4 まとめ

本調査からわかったことをまとめると以下のと
おりとなった。

1. 学生の学習意欲は、オフィスソフトの中でも
表計算ソフトに集中しているが、一方で、タッ
チタイピングとプログラミングへの学習意欲
も高い。

2. 高校の学習指導要領に記載されていない「統
計処理」への学習ニーズがあることがわかっ
た。

3. 情報倫理やメール、ネット検索に関する項目
を大学の授業で学習することは望まれていな
い。一方で、多くの学生が「情報の根拠（ソー
ス）」の確認はできないと回答している。

4. PCの所有率は 50% 前後であったが、 Mac

の所有率はかなり低い。
5. 自分のパソコンを安全に保つためのOSアッ
プデートや、プロキシの設定、ライセンスの
概念を理解していないきない学生が多い。

6. Youtube, ニコニコ動画、2ちゃんねるなどの
掲示板、twitterの利用度は極めて高い。

7. 普段から利用しているデバイスやサイト、そ
の他の情報源を、いくつかのパターンに分け
ることができる。

このことから、以下のような内容が示唆される
と思われる。

1. タッチタイピング，プログラミング，統計処
理のソフトウェアの整備状況の確認。

2. 学生の個人所有のパソコンの管理状況の調
査について、情報系センターで提供すべき
か，また、本学など導入されている検疫ネッ
トワークの利用方法の告知状況、その他、ス
マートホンなどを大学のネットワークにつな
ぐ際のスキルやリテラシ水準の確認。

3. 情報のソース（根拠）の確認ができないと回
答している者が少なくなく、一方で、因子分
析からも図書館を利用する人が限られてい
て、他の情報サービスの利用者とは異なるグ

ループにいると考えられる。単に一般情報教
育の中で図書館の利用を訴えるだけでなく、
情報ソースの確認という視点から図書館など
を利用する活動に促していくことも一つの案
として考えられる。また、各大学で行なって
いるオンラインジャーナルや、電子ジャーナ
ルの利用ライセンスについての教育などは、
本来は図書館で行なう学術情報教育であるが、
学外からの学認やプロキシを利用した利用の
是非と可否などについては、情報系センター
も教育に協力を行なうことが望ましいと思わ
れる。

なお、本調査は、本学で 2012年 4月に実施し
たものであり、上記の方針は、その内容に基づい
ている。2013年以降に同じ目的の調査を行なう場
合は、本調査と同様の趣旨で最新の高校生・大学
生の動向を調査するべきであるが、アンケート項
目などは、年度・各大学の状況に応じて適切に更
新することが望ましいといえる。
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付録：調査項目

大学の情報関係の授業で学習したいこと

3つを選択させた。

• タッチタイビング (キーボードを見ないでタ
イプする)

• ワープロ（ワードなど）の基本的操作
• 作文・文章作成（ワープロ操作以外の項目）
• 表計算ソフト（エクセルなど）の基本的操作
• モデル化とシミュレーション
• プレゼンテーションソフト（パワーポイント
など）の基本的操作

• パソコンを使用したメールの基本操作
• 検索サイトの使用方法
• コンピュータプログラミング
• コンビュータやネットワークの仕組み
• データベースの作成画像処理とマルチメデ
ィア

• Webページ (ホームページ)をHTMLで作成
• メールのマナー・モラル
• 著作権
• 他人の個人情報の取り扱い
• 自分の個人情報の取り扱い
• メディアリテラシー
• 統計処理

日常の ICT機器の活用について

選択肢は以下の通り。

1. かなり頻繁に（ほぼ毎日）利用していた
2. よく利用していた
3. 時々利用していた
4. あまり利用していないが見たことはある（あ
るいは会員登録したことはある）

5. 存在は知っていたが、全く利用していなかった
6. 存在を知らない、わからない

質問項目は以下の通り。

1. 自分専用のパソコン（Mac以外）
2. 自分専用のパソコン（Mac）



3. iPhone

4. Androidスマートホン
5. その他の携帯電話や PHS

6. iPad

7. デジタルカメラ
8. 携帯同士のショートメール（SMS）
9. 携帯を利用した電子メール（他社携帯やパソ
コンなどへ）

10. mixi

11. 2ちゃんねる・したらば・まち BBSなど
12. Yahoo知恵袋や教えて gooなど質問・回答サ
イト

13. モバゲーでアイテム購入などの課金をして
遊ぶ

14. モバゲーで無料の範囲で遊ぶ
15. GREEでアイテム購入などの課金をして遊ぶ
16. GREEで無料の範囲で遊ぶ
17. facebook

18. twitterで自ら発言する
19. twitterを見る
20. Youtubeへの動画アップロード
21. Youtubeを見る
22. Ustreamで番組を発信する
23. Ustreamを見る
24. ニコニコ動画への動画アップロード
25. ニコニコ動画を見る
26. ニュースサイト（大手マスコミが運営）
27. ニュースサイト（2ちゃんねるまとめサイト
などのネットのニュース）

28. 楽天で買いもの
29. アマゾンで買いもの
30. iTunesStore(アプリ、音楽コンテンツ・ビデ
オコンテンツ)

31. おさいふケータイ機能（モバイル Suicaを含
む）

32. 公営の図書館（区立や市立の図書館）
33. 高校の図書室・図書館

情報機器・ネットワークの活用

選択肢は以下の通り。

1. よく理解している／できる
2. ある程度理解している／できる
3. あまり理解していないが知っている程度／調
べながらならできる

4. 理解してない／独力ではできない
5. 全く理解してない、該当なし（持ってない）

質問項目は以下の通り。

1. パソコンのセットアップ（Macを含みます）
2. パソコンのOSのアップデート
3. パソコンのプロキシの設定
4. パソコンを無線 LANに接続する
5. パソコンでのソフトウェアのインストール
6. ソフトウェアのライセンス
7. ウイルス対策ソフト（アンチウイルス）のアッ
プデート

8. データのバックアップと復元
9. スマートホンのセットアップ

10. スマートホンを無線 LANに接続する
11. その他の携帯電話・PHSのセットアップ
12. ネットに出ている情報のソース（根拠）の確認
13. 匿名アカウント／複数アカウント


